
鹿児島県出水市

報
広

人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市

３
世 帯 数 ２万 4,927 （－ 41）
人　 口 ５万 5,348 （－ 87）
男 ２万 5,877 （－ 32）
女 ２万 9,471 （－ 55）

出　 生 41
死　 亡 104
転　 入 101
転　 出 118

（２月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

水の恵み（水産多面的機能発揮対策事業）………………２
出水市民大学受講生募集……………………………………４
市民生活課等の休日窓口の開設……………………………６
お誕生・お悔み・ご寄付………………………………… 16
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主な内容

｢まもりたい風景」

（六十間土手にて　２月13日撮影）



本
市
は
、
そ
の
名
が
示
す
と

お
り
、
水
と
の
関
わ
り
が
大
変
深

い
地
域
で
す
。
市
内
に
は
米
ノ
津

川
、
高
尾
野
川
、
野
田
川
と
そ
の

支
流
が
流
れ
、出
水
平
野
を
潤
し
、

そ
れ
ぞ
れ
八
代
海
に
注
い
で
い
ま

す
。
市
内
で
は
、
米
を
は
じ
め
と

す
る
農
作
物
の
生
産
が
盛
ん
で
あ

り
、
ま
た
、
沿
岸
部
で
は
海
苔
の

養
殖
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
昔
か
ら

多
く
の
水
の
恩
恵
を
受
け
て
き
ま

し
た
。

そ
の
水
辺
の
環
境
を
守
り
、

漁
村
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
を
次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、

市
内
の
３
つ
の
活
動
組
織
が
「
水

産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
」

に
取
り
組
み
、
様
々
な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
守
り
、
引
き
継
い

で
い
き
た
い
水
辺
の
環
境
。
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
の
活
動
や
取
り
組
み

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
出
水
地
域
海
岸
保
全
会
」
は
、

北
さ
つ
ま
漁
協
出
水
支
所
の
組
合

員
と
漁
協
職
員
、
合
わ
せ
て
１
５

９
人
で
構
成
さ
れ
、
出
水
市
沿
岸

域
の
海
の
資
源
や
環
境
を
守
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
、

干
潟
の
環
境
保
全
の
た
め
、
船
で

「
ケ
タ
」
と
呼
ば
れ
る
鉄
製
の
大

き
な
熊
手
を
引
き
、
海
底
を
耕
う

ん
し
ま
す
。
耕
う
ん
す
る
こ
と
で

底
質
が
改
善
さ
れ
、
魚
や
エ
ビ
、

貝
類
に
と
っ
て
生
息
し
や
す
い
環

境
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
福
之
江
と
野

口
の
海
岸
清
掃
を
行
う
な
ど
、
海

岸
の
環
境
や
景
観
を
守
る
た
め
の

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
き
れ
い
で
豊
か
な
海

を
い
つ
ま
で
も
残
し
て
い
く
た
め

に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 出い

ず
み
ち
い
き
か
い
が
ん
ほ
ぜ
ん
か
い

水
地
域
海
岸
保
全
会

出水地域海岸保全会
　会長　中野信行さん

▲海底耕うんに使うケタ。１隻の漁船で、３つのケタを引き、海底を
　耕うんします。

▲回収した大量のゴミ

▲海岸清掃

▲ケタ打瀬漁
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私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
。

自
然
環
境
を
考
え
て
、
ち
ょ
っ

と
し
た
心
掛
け
、
ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
を
し
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と

で
、
水
を
め
ぐ
る
環
境
は
変
わ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

山
の
恵
み
、
川
の
恵
み
、
海
の

恵
み
、
多
く
の
自
然
が
つ
な
が
り

影
響
し
合
い
、
私
た
ち
が
住
ん
で

い
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。

ご
は
ん
や
野
菜
、
魚
や
肉
、
私

た
ち
が
口
に
す
る
物
の
多
く
は
、

水
が
無
け
れ
ば
存
在
で
き
ず
、
人

間
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食

物
連
鎖
の
上
位
に
い
る
私
た
ち

が
、
環
境
に
与
え
る
影
響
は
と
て

も
大
き
な
も
の
で
す
。

普
段
、
意
識
す
る
こ
と
な
く
自

然
の
（
水
の
）
恵
み
を
受
け
生
活

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
の
活
動
や
取
り
組
み
を
お
聞
き

し
、
改
め
て
水
の
あ
り
が
た
さ
大

切
さ
を
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

「
広
瀬
川
川
守
隊
」
は
、
広
瀬
川

漁
協
の
組
合
員
、
出
水
・
大
川
内
猟

友
会
員
を
中
心
と
し
て
１
４
９
人
で

構
成
し
、
米
ノ
津
川
水
系
の
地
域
資

源
等
の
維
持
・
改
善
の
た
め
、
河
川

の
清
掃
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
他

に
も
昔
か
ら
伝
わ
る
食
文
化
や
伝
統

文
化
を
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
く
た

め
に
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
、
ア

ユ
獲
り
体
験
・
試
食
体
験
を
開
催
す

る
ほ
か
、
米
ノ
津
川
に
生
息
し
て
い

る
魚
た
ち
に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
い
、
魚
や
川
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
の
勉
強
会
も
併
せ
て
開

催
し
て
い
ま
す
。身
近
な
川
で
す
が
、

改
め
て
勉
強
す
る
こ
と
で
、
子
供
た

ち
に
と
っ
て
は
新
し
い
発
見
も
あ
る

よ
う
で
す
。

私
た
ち
の
活
動
を
通
し
て
、
一

人
で
も
多
く
の
方
に
米
ノ
津
川
の
魅

力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
高
尾
野
川
を
き
れ
い
に
す

る
会
」
は
、出
水
市
高
尾
野
町
、

野
田
町
を
流
れ
る
高
尾
野
川
水

系
の
地
域
資
源
等
の
維
持
・
改

善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

発
足
し
、
４
団
体
１
２
４
人
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
動
と

し
て
は
、
小
学
生
を
対
象
と
し

た
「
ア
ユ
・
ウ
ナ
ギ
・
モ
ク
ズ

ガ
ニ
獲
り
体
験
・
調
理
・
試
食

体
験
学
習
」、
大
型
水
槽
に
高

尾
野
川
の
魚
た
ち
が
泳
ぐ
「
ミ

ニ
移
動
水
族
館
」、
ウ
ナ
ギ
の

棲
み
か
で
あ
る
石
倉
設
置
、
河

川
清
掃
等
、
様
々
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
通
し
て
、「
皆
が
楽
し
め
る
、

川
の
恵
み
が
い
た
だ
け
る
川
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

広ひ
ろ
せ
が
わ
か
わ
も
り
た
い

瀬
川
川
守
隊

高た

か

お

の

が

わ

尾
野
川
を
き
れ
い
に
す
る
会か

い

広瀬川川守隊
　代表　竹之下良二さん

高尾野川をきれいにする会
　会長　髙崎正風さん

アユ漁体験の様子

▲勉強会の様子
◀▲取れたてのアユは、塩焼き　
　や刺身にして食べました。

▲石倉は定期的に引き上げ、住み着いた
　ウナギの体調等を記録します。 ▲タッチプールの様子

▲移動水族館
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出水市民大学は、現在１０人の運営委員でボランティア運営を行っています。私たちと一緒に講師の選定や

広報活動など楽しく運営活動を行いませんか。興味のある方は、事務局までご連絡ください。 

 
 

2015（平成 27）年度出水市民大学入学申込書 

氏   名 住   所 電話番号 学生区分(どちらかに○)

   
一般   中高生 

(1,000 円) (500 円) 

   
一般   中高生 

(1,000 円) (500 円) 

   
一般   中高生 

(1,000 円) (500 円) 

   
一般   中高生 

(1,000 円) (500 円) 

※この用紙で最大４人まで同時に申し込むことが出来ます。会費を添えてお申し込みください。 

切り取り線 

25 年間、日本料理の世界で過ごす中、知ることの出来た【食】のすばらしさ、大切さ、そして現代食の

危険性を一人でも多くの方に知っていただきたい。微力ながらも精いっぱい『正しい食』を拡げたい。 

私共は、健康で明るい未来のために、信念と正義感を持ち、【予防医学】を提唱し国家予算の医療

費削減を目標に活動を行っていきます。 
 

【経歴】1970 年 4 月 25 日生まれ。南さつま市坊津町出身。辻あべの調理師専門学校卒業。京都・大

阪を中心に料理人として経験を積み、関西の料亭・割烹で修業。ホテル総料理長を務める。

会  場  出水市音楽ホール 

対  象  中学生以上の出水市民 

年 会 費  一般成人１，０００円、中･高校生５００円 

（市外の方も聴講生として１回５００円で受講可。中・高校生は１回２００円。） 

申込方法  窓    口：申込書を切り取り、必要事項を記入の上、市中央公民館内 出水市民大学

事務局にて会費を添えてお申し込みください。 

電話・ＦＡＸ：電話やＦＡＸでもお申し込みができます。その場合は第１回目に会費をお

持ちください。（☎63-2２００ FAX6３-２２０２） 

昨年度、一昨年度と好評をいただきました出水総合医療センターの医師による医療講演会を、本年度も第４

回目の講義で予定しています。講師等の詳しい内容については、決まり次第広報いずみでお知らせします。

2004 年 帰鹿。らく楽料理教室設立 

2006 年 NPO 法人食育研究会らく楽料理教室認証取得 

2008 年 日本調理師連合会「師範」格受賞 

2008 年 株式会社樹楽設立 

2009 年 中心市街商業活性化アドバイザー 

2010 年 日本調理師連合会真和日本料理研究会  副会長就任 

2010 年 真和四條流庖丁儀式 師範 

2012 年 KTS 鹿児島ﾃﾚﾋﾞ『ゆうテレ Cook!かご Dell』 ﾚｷﾞｭﾗｰ出演 

2013 年 鹿児島県商工会連合会ｴｷｽﾊﾟｰﾄ講師就任 

2013 年 知的財産専門家就任 

2013 年 全日本真和会副会長 

2013 年 九州駅弁グランプリ鹿児島県代表 

2014 年 九州駅弁グランプリ第３位受賞 

2014 年 日本調理師連合会 功労賞受賞 

2014 年 桜島灰干し協同組合 理事長就任 

2014 年 鹿児島商工会議所ｴｷｽﾊﾟｰﾄ講師就任 

2014 年 ﾌﾗﾝｽ・ﾊﾟﾘ、ﾏﾙｾｲﾕにて日本料理講師実演 

 

その他テレビ出演や講演活動等、多方面で活躍中。
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出水市民大学も 1996 年に発足してから本年で 20 年目を迎えることができました。 

本年度も「生きる」をテーマとした心豊かな時間を市民の皆さまに提供いたします。  

全４回の講義、学生に戻って参加してみませんか？ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肥薩おれんじ鉄道㈱ 代表取締役社長 出水市出身 
 

1947 年 6 月 2 日生まれ 
 

【主な略歴】 

 1971 年 4 月 日本石油㈱入社 

 2000 年 6 月 新日本石油㈱ 人事部長 

 2003 年 3 月 新日本石油基地㈱（現ＪＸ日鉱日石石油基地㈱）常務取締役 

  2006 年 6 月 同社 代表取締役社長 

 2007 年 6 月 ㈱Ｍｉｓｕｍｉ監査役(2013 年 6 月退任) 

2012 年 6 月 ＪＸ日鉱日石石油基地㈱顧問(2013 年 6 月退任) 

 2013 年 7 月 肥薩おれんじ鉄道㈱ 参与、同年 9月代表取締役社長就任 

ピアニスト  出水市出身 
 

【主な略歴】 

鹿児島県立松陽高等学校普通科(音楽コース)卒業。桐朋学園大学音楽学部演奏

学科(ピアノ専攻)卒業。英国王立音楽大学卒業。同大学大学院修了。在学中奨

学金を授与される。第 2〜7回南日本ジュニアピアノコンクール優秀賞。 

1995 年 第 78 回日演連推薦新人演奏会(福岡)において九州交響楽団と共演。

2002 年 第 23 回ブラント国際ピアノコンクール(イギリス)第 3位。 

2007 年 第 69 回鹿児島交響楽団定期演奏会においてソリストとして共演。 

2008 年 第 34 回鹿児島市春の新人賞受賞。 

1995 年からこれまでに鹿児島，ロンドンにおいてソロリサイタルを 15 回行い，

また国内外において室内楽共演等幅広く演奏活動を行う。南日本音楽コンクー

ルピアノ部門審査員をはじめ数々のピアノコンクールの審査員を務める。現

在，鹿児島国際大学国際文化学部音楽学科，鹿児島女子短期大学児童教育学科，

鹿児島県立松陽高等学校音楽科の各非常勤講師。 

当日は受付が大変混み合います。できるだけ事前のお申し込みをお願いします。
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引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
休
日
窓
口
の
開
設
！

　
３
月
29
日
（
日
）、
４
月
５
日
（
日
）
は
市
民
生
活
課
等
の
窓
口
を
開
設

　

例
年
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
は
、

引
っ
越
し
な
ど
に
よ
る
住
所
変
更
等
の
手
続
き
の

た
め
、
市
役
所
市
民
生
活
課
等
の
窓
口
が
大
変
混

み
合
い
ま
す
。

　

市
役
所
で
は
、
こ
の
時
期
の
市
民
生
活
課
等
の
窓

口
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、
休
日
窓
口
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
内
の
多
く
の
自
治
体
で
同
様

の
休
日
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
日
程
・

時
間
・
取
り
扱
い
業
務
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
各
自
治
体
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

窓
口
開
設
の
日
時

　

３
月
29
日
（
日
）、
４
月
５
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
同
５
時

　

15
分
ま
で

開
設
す
る
窓
口

　

本
庁
市
民
生
活
課
・
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　

・
野
田
支
所
市
民
福
祉
課
の
各
窓
口

取
り
扱
う
業
務

○
住
所
変
更
の
手
続
き
（
転
入
・
転
出
・
転
居
の

　

届
け
出
の
受
け
付
け
）
お
よ
び
住
所
変
更
に
伴

　

う
諸
手
続
き

○
印
鑑
登
録
、
戸
籍
届
け
出
の
受
け
付
け

○
住
民
票
・
印
鑑
登
録
・
戸
籍
関
係
の
証
明
発
行

　

事
務
（
住
民
票
写
し
の
広
域
発
行
は
除
く
。）

※ 

他
の
市
町
村
役
場
等
に
問
い
合
わ
せ
を
し
な

　

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
日
処

　

理
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

　

他
の
業
務
に
つ
い
て
は
取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん

　

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
取
り
扱
い
業
務
に
よ
っ
て
は
、
運
転
免
許
証
等

　

の
身
分
証
明
が
必
要
で
す
。

届け出 届け出の期間 届け出に必要なもの

転 入 届 新しい住所に住み始
めた日から14日以内

・前住地の転出証明書
・国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）

転 居 届
新しい住所に住み
始めた日から14日
以内

・国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）
・後期高齢者医療保険証（加入者のみ）
・介護保険証（加入者のみ）
・住民基本台帳カード（交付者のみ）

転 出 届  転出日（予定日）
の前後14日以内

・国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）
・後期高齢者医療保険証（加入者のみ）
・介護保険証（加入者のみ）
・印鑑登録証（登録者のみ）
・住民基本台帳カード（交付者のみ）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係　

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生
活
グ
ル

　

ー
プ
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生
活
グ
ル
ー

　

プ
（
☎
�
４
８
１
３
）

公の施設の施設名・指定管理者等（2015 年 4 月～ 2020 年３月の指定管理者）

施　設　名 指定管理者
（施設利用に関する問い合わせ先） 所 管 課

中央公民館・文化会館・音楽ホール 株式会社　トシヒロ
（☎ 63 － 2106）

生涯学習課
（☎ 63 － 2200）

児童デイサービスひだまり 社会福祉法人　沖田福祉会
（☎ 63 － 8047）

福　祉　課
（☎ 63 － 4045）

ツル観察センター
一般社団法人　出水市観光協会

（☎ 79 － 3030）
観光交流課

（☎ 63 － 4061）出水駅観光特産品館「飛来里」およ
び「総合観光ステーション」

野田農産加工施設 共生興産
（☎ 84 － 4455）

農　政　課
（☎ 82 － 5426）

※指定管理者制度とは、公の施設の管理運営を、市に代わって民間事業者等が行うもので、民
間の活力とノウハウを活用して、より質の高い市民サービスの提供と経費節減につなげること
を目的とした制度です。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た
!!

本
年
３
月
末
で
指
定
期
間
が
満
了
す
る
施
設
に
つ
い
て
、

４
月
以
降
の
指
定
管
理
者
が
、
次
の
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
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北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
だ
よ
り

２
０
１
３
年
度
決
算
状
況

歳　出 歳　入

2013 （平成 25） 年度決算状況

諸収入
2,125万7千円 

使用料および手数料
2,380万2千円財産収入

208万5千円

分担金および負担金
7億6,438万1千円

繰越金
3,146万3千円

振興整備事業費
　　200万円
議会費
　100万4千円

⎰
⎱

衛生費
5億3,907万4千円

総務費
8,181万1千円

民生費
5,919万7千円

地方交付税（注）
2億1,292万8千円

内訳
出水市負担金 ４億 4,319 万 1 千円

阿久根市負担金 ２億 749 万円

長島町負担金 １億 1,370 万円

公債費
3億3,825万9千円

（注）地方交付税 ･･･ 起債償還に充当される国からの財源措置分

　　　　歳　入　　　　　歳　出　　　　繰越金
1,055,916 千円－ 1,021,644 千円＝ 34,272 千円

総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 リサイクル処理費 し尿処理費 公債費 その他

921 円 667 円 3,588 円 830 円 1,652 円 3,809 円 37 円

返　済

住民１人当たりに使われた金額 11,504 円
（2014 年９月末人口で算定） 人口 88,809 人

歳　入
10億5,591万6千円

歳　出
10億2,164万4千円

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議

会
の
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
第

４
回
定
例
会
に
お
い
て
、
２
０
１

３
（
平
成
25
）
年
度
の
北
薩
広
域

行
政
事
務
組
合
歳
入
歳
出
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

歳
入
（
収
入
）
に
つ
い
て
は
、

10
億
５
５
９
１
万
６
千
円
で
、
歳

入
の
主
な
も
の
は
各
市
町
か
ら
の

負
担
金
、
地
方
交
付
税
お
よ
び
使

用
料
等
で
す
。

歳
出
（
支
出
）
に
つ
い
て
は
、

10
億
２
１
６
４
万
４
千
円
で
、
歳

出
の
主
な
も
の
は
、じ
ん
か
い（
ご

み
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
処
理
、
し
尿

処
理
す
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
衛

生
費
、
組
合
の
借
金
返
済
に
充
て

ら
れ
る
公
債
費
、
介
護
保
険
の
認

定
審
査
業
務
の
経
費
で
あ
る
民
生

費
、
圏
域
（
２
市
１
町
）
の
振
興

整
備
の
事
業
推
進
に
使
わ
れ
る
振

興
整
備
事
業
費
、
議
会
費
お
よ
び

総
務
費
で
す
。
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出
水
市
公
開
武
家
屋
敷
で
は
、

ひ
な
人
形
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
水
市
も
て
な
し
の
心

育
成
協
議
会
、
出
水
麓
街
な
み
保

存
会
に
よ
る
「
ひ
な
ま
つ
り
の
お

手
前
」
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
雅
で
華
や
か
な
ひ
な
飾
り

を
眺
め
な
が
ら
お
茶
を
一
服
し
ま

せ
ん
か
。

日　
時　
３
月
８
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
先
着
１
０
０
人

場　
所

　

市
公
開
武
家
屋
敷
「
竹
添
邸
」

料　
金　
３
０
０
円

※
お
菓
子
代
含
む

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
観
光
交
流
課

　
（
☎
�
４
０
６
１
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

ひ
な
ま
つ
り
の
お
手
前

開催日　３月 21 日（土・春分の日）、22 日（日）
時　間　両日とも午前７時～午後７時（会場周辺の交通規制にご協力ください。）
場　所　高尾野駅前中心部商店街
問い合わせ先　高尾野「中の市」実行委員会（鶴の町商工会本所内）（☎ 82 － 1065）
　　　　　　　高尾野支所農政課施設管理係（☎ 82 － 5426）

　毎年、春分の日（彼岸の中日）とその翌日に開催される鹿児島県三大市のひとつ、中の市（別名「そば市」）
が、本年は３月 21 日（土・春分の日）、22 日（日）の両日開催されます。当日は、ＪＡ高尾野事業所駐車場
を会場にいろいろなイベントが催されるほか、高尾野駅前交差点を中心として東西南北約１キロに渡って歩行
者天国となり、300 軒ほどの露店が並び大勢の人出で賑わいます。北薩の春の風物詩に、ぜひご来場ください。
　なお、開催当日は混雑が予想されますので肥薩おれんじ鉄道（先着 500 人にそば割引券進呈）等の公共交通
機関または一般大駐車場と会場を結ぶ専用シャトルバス（無料運行）をご利用ください。

３月 21 日、22 日は 中の市！！

　

実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
着
物
で
武

家
屋
敷
を
歩
こ
う
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
お

茶
や
お
菓
子
の
お
も
て
な
し
、
琴
の
演
奏
も
あ

り
ま
す
。

日　
時　
３
月
15
日
（
日
）
※
小
雨
決
行

受
付
お
よ
び
着
付
け　
午
前
９
時
～
同
11
時

　
（
会
場
・
吉
田
宅
（
麓
町
24
番
11
号
））

武
家
屋
敷
散
策　
午
前
11
時
～
正
午

※
着
用
し
た
着
物
と
帯
は
持
ち
帰
れ
ま
す
。

※
散
策
後
、着
物
を
着
替
え
終
了
と
な
り
ま
す
。

※
車
で
来
ら
れ
る
方
は
、
出
水
小
学
校
前
の
広

　

場
を
駐
車
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。「
受

　

付
・
着
付
け
」
会
場
（
５
分
程
度
）
ま
で
ご

　

案
内
い
た
し
ま
す
。

※
当
日
は
着
物
を
た
く
さ
ん
準
備
し
て
い
ま
す

　

が
、
先
着
順
に
着
物
と
帯
を
選
ん
で
も
ら
い

　

ま
す
。
着
物
と
帯
以
外
を
自
分
で
準
備
さ
れ

　

る
方
は
、
着
て
帰
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

参
加
料　
５
千
円
（
１
人
当
た
り
）

※
着
付
け
料
お
よ
び
履
物
、
足
袋
、
長
襦
袢
の

　

レ
ン
タ
ル
料
を
含
み
ま
す
。

※
参
加
費
入
金
で
申
し
込
み
完
了
と
い
た
し
ま

　

す
。
申
込
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
２
千
円 

申
し
込
み
方
法　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　

ご
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

　

し
込
み
い
た
だ
き
、
参
加
費
を
お
振
り
込
み

　

く
だ
さ
い
。

※
振
込
先
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
３
月
12
日
（
木
）

※
先
着
30
人
で
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

む
ら
さ
き
堂
・
代
表
堂
脇
（
☎
�
１
２
４
４
）

第
４
回
着
物
で
麓
武
家
屋
敷
を

歩
こ
う
会

中の市会場、シャトルバスコースおよび駐車場案内図
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現
在
、
自
覚
症
状
が
な
い
「
隠
れ

腎
臓
病
」
が
増
加
し
、
日
本
人
の
10

人
に
１
人
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
腎
臓
に
関
す
る

知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、

「
腎
臓
病
教
室
」
を
次
の
日
程
で
２

回
に
分
け
て
開
催
し
ま
す
。

※
参
加
料
は
無
料
で
、
ど
な
た
で

も
受
講
で
き
ま
す
。

場　
所　
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ

　

ー
１
階
眼
科
外
来
前

時　
間　
午
後
３
時（
両
日
と
も
）

　
（
受
付
午
後
２
時
30
分
か
ら
）

問
い
合
わ
せ
先　
出
水
総
合
医
療

　

セ
ン
タ
ー
人
工
透
析
室

　
（
☎
�
１
６
１
１
）

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

腎
臓
病
教
室
を
開
催
！

　

鹿
児
島
大
学
小
児
科
医
師
講
演

会
・
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

免
疫
力
を
つ
け
、
病
気
か
ら
こ

ど
も
を
守
る
大
切
な
情
報
が
満
載

で
す
。

日　
時　
３
月
５
日
（
木
）

○
受　

付

　

午
後
２
時
45
分
～
同
３
時
15
分

○
講　

演

　

午
後
３
時
15
分
～
同
４
時
45
分

○
個
別
相
談
会

　

午
後
４
時
45
分
か
ら

場　
所

　

市
中
央
公
民
館　

小
ホ
ー
ル

講
演
演
題

　
「
そ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？

　

こ
ど
も
の
病
気
」

　
「
予
防
接
種
の
大
切
さ
、
語
り

　

ま
す
。」

講　
師　
鹿
児
島
大
学
小
児
科

　

山
遠　

剛
先
生

　

今
給
黎　

亮
先
生

※
河
野　

嘉
文
教
授
と
講
師
の
先

　

生
方
に
よ
り
講
演
終
了
後
に
個

　

別
相
談
会
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料　
無　

料

※
託
児
も
あ
り
ま
す

※
託
児
・
個
別
相
談
は
事
前
に
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
健

　

康
増
進
課
健
康
増
進
係
（
保
健 

　

セ
ン
タ
ー
）

　
（
☎
�
２
１
４
３
）

こ
ど
も
を
病
気
か
ら
守
る

大
お お や

矢　誠
せいいち

一さん（70）
出水市の好きなところは？
　出水はほとんど平野。人間
も平（正直）な人が多い！
出水市に望むことは？
　住みたくなる環境造り。企
業誘致して、安心安全な町を！
ひと言　米ノ津東地区では、
コミュニティ協議会を作り展
開中です。自治会を越えて、
皆さんの知恵と力を拝借した
い。今後もお願いします。

糸
い と だ

田　喜
き く

久さん（81）
出水市の好きなところは？
　海の幸、山の幸、自然に恵
まれ、人と人のつながりを大
切にする人情味の濃いところ。
出水市に望むことは？
　若い人達が、安心して働け
る環境造り。
ひと言　私を含め高齢者に

「キョウヨウとキョウイク」が
大事。かけ言葉は、今

・ ・
日の用

・
事

は何か。今
・ ・ ・ ・

日行く所は何処か。

元気ですね先輩！

３
月
12
日（
木
）

内　
容

○
腎
臓
の
働
き
に
つ
い
て

○
治
療
に
か
か
る
お
金
の
こ
と

○
食
事
に
つ
い
て

３
月
５
日（
木
）

内　
容

○
病
気
、検
査
に
つ
い
て

○
薬
に
つ
い
て

ご
相
談
は

　

お
気
軽
に

楽
し
く
医
療
や
介
護
に
つ
い
て
学

ぶ
市
民
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　
時　
３
月
14
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
４
時

場　
所　
市
音
楽
ホ
ー
ル

内　
容

　

素
人
劇
団
が
い
か
ら
げ
（
さ
つ

　

ま
町
を
拠
点
に
活
動
中
の
劇
団
）

　

に
よ
る
寸
劇
「
鶴
子
ば
あ
ち
ゃ

　

ん
が
我
が
家
に
も
ど
っ
て
き
が

　

な
い
や
っ
た
！
」

※
本
市
か
ら
も
出
演
し
ま
す
。

講　

演　
「
住
み
慣
れ
た
我
が
家

　

や
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め

　

の
住
民
力
を
上
げ
よ
う
！
」

講　
師　
愛
媛
大
学
医
学
部
附
属

　

病
院　

医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

櫃ひ
つ
も
と本　

真し
ん
い
ち聿　

先
生

※
講
師
は
、
愛
媛
県
の
お
医
者
さ

　

ん
で
、
保
健
所
長
や
県
庁
の
課

　

長
を
経
て
、
現
在
は
愛
媛
大
学

　

病
院
に
勤
務
。
地
元
愛
媛
の
ラ

　

ジ
オ
番
組
の
Ｄ
Ｊ
と
し
て
培
っ

　

た
軽
快
な
語
り
口
で
高
齢
化
社

　

会
を
乗
り
切
る
知
恵
や
工
夫
に

　

つ
い
て
、
楽
し
く
た
め
に
な
る

　

お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

入
場
料　
無　

料

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
増
進
課

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

住
み
慣
れ
た
場
所
で

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

危
険
ド
ラ
ッ
グ
・
シ
ン
ナ
ー
等
乱
用
防
止
強
調
月
間

　

３
月
11
日
～
４
月
10
日
は
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
・
シ
ン
ナ
ー
等

乱
用
防
止
強
調
月
間
で
す
。

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
乱
用
す
る
と
、
お
う
吐
や
け
い
れ
ん
、
意

識
消
失
な
ど
が
起
き
、
死
亡
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
精
神
へ
の
影
響
を
及
ぼ
し
、
自
分
の
意
志
で
乱
用
を

や
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
危
険
ド

ラ
ッ
ク
は
大
変
危
険
な
薬
物
な
の
で
、
好
奇
心
な
ど
か
ら
安
易

に
手
を
出
し
て
は
絶
対
に
い
け
ま
せ
ん
。

　

家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
危
険
ド
ラ
ッ

グ
等
の
薬
物
乱
用
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
出
水
保
健
所
（
☎
�
１
６
３
６
）
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市
営
城
山
墓
地（
出
水
市
麓
町
）

の
貸
し
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
市

民
生
活
課
生
活
環
境
係
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

　

な
り
ま
す
。

区
画
数　
10
区
画

　
（
10
・
５
～
13
・
０
平
方
㍍
）

使
用
料

　

１
平
方
㍍
当
た
り
５
千
円

　
（
区
画
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

申
し
込
み
資
格

　

本
市
に
本
籍
ま
た
は
住
所
を
有

　

す
る
世
帯
主
で
あ
る
こ
と

申
込
期
限　
３
月
31
日
（
火
）

そ
の
他　
使
用
許
可
を
受
け
た
場

　

合
、
許
可
後
３
年
間
使
用
し
な

　

け
れ
ば
許
可
が
取
り
消
さ
れ
ま

　

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

　

高
齢
者
を
対
象
に
昨
年
10
月
か

ら
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本
年

度
対
象
者
の
接
種
期
限
は
、
３
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
接
種
を
受
け
て
い
な
い

方
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

期
限
ま
で
に
医
療
機
関
に
予
約
の

上
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
を

過
ぎ
た
場
合
、
国
の
救
済
制
度
が

適
用
さ
れ
ず
、
全
額
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
。

対
象
者

○
本
年
度
内
に
65
歳
・
70
歳
・
75

　

歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95

　

歳
・
１
０
０
歳
と
１
０
１
歳
以

　

上
と
な
る
方

※
来
年
度
か
ら
１
０
１
歳
以
上
の

　

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
者
で
あ

　

っ
て
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は

　

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免

　

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

　

の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方　

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
象
者
と

　

同
様

※
75
歳
以
上
を
対
象
に
助
成
を
行

　

っ
て
い
る
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

　

ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い
て
は
、

　

本
年
３
月
31
日
で
終
了
と
な
り

　

ま
す
の
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る

　

方
は
期
限
内
に
申
請
し
て
接
種

　

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
の

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

○
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
ま

　

た
は
大
学
な
ど
（
短
期
大
学
、

　

大
学
院
、
修
業
年
限
２
年
以
上

　

の
教
育
施
設
お
よ
び
養
成
所
等

　
《
専
門
学
校
な
ど
》
も
含
む
）
に

　

在
学
す
る
者

○
学
業
お
よ
び
人
物
が
優
秀
か
つ

　

健
康
で
あ
る
者

○
保
護
者
が
本
市
に
３
年
以
上
在

　

住
し
、
学
費
の
支
払
い
が
困
難

　

と
認
め
ら
れ
る
者

奨
学
生
の
種
類
と
月
額

一
般
貸
与
奨
学
生
（
本
市
の
奨
学

金
の
み
を
受
け
る
者
）

◎
高
等
学
校
生　

１
万
円
以
内

◎
高
等
専
門
学
校
生

　

２
万
円
以
内

◎
大
学
生
な
ど　

４
万
円
以
内

特
別
貸
与
奨
学
生
（
本
市
以
外
の

奨
学
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
者
）

◎
高
等
専
門
学
校
生

　

１
万
円
以
内

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
お
早
目
に
！

◎
大
学
生
な
ど

　

１
万
８
千
円
以
内

奨
学
生
の
決
定

　

選
考
委
員
会
の
審
議
を
経
て
決

　

定
し
、
６
月
下
旬
ご
ろ
保
護
者

　

に
通
知
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
願
書
（
本
庁
教
育
総
務

　

課
、
市
民
相
談
室
、
高
尾
野
教

　

育
支
所
生
涯
学
習
室
、
野
田
教

　

育
支
所
生
涯
学
習
室
で
配
付
し

　

ま
す
）
に
推
薦
調
書
な
ど
を
添

　

え
て
、
教
育
委
員
会
教
育
総
務

　

課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間

　

４
月
１
日（
水
）～
同
30
日（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
７
８
）

出
水
市
奨
学
生
を
募
集
！

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
４
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

作
ろ
う
よ
　
緑
が
い
っ
ぱ
い
　
す
て
き
な
町

米
ノ
津
東
小
学
校
　
六
年
　
吉
永
　
ゆ
い
な

君
が
今
　
分
別
す
れ
ば
　
世
界
は
変
わ
る

米
ノ
津
中
学
校
　
三
年
　
吉
海
　
亜
実
果

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

市
営
城
山
墓
地
の貸し

付
け

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税

専
門
官
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

申
込
受
付
は
、４
月
１
日
（
水
）

か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
受
験
資
格

等
詳
し
く
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w

.jinji.go.jp/
saiyo/saiyo.htm

ま
た
は
採
用

情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
検
索
）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
受
付
期
間
お
よ
び

申
込
先
は
、
申
込
方
法
お
よ
び
希

望
す
る
第
一
試
験
地
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
人
事
院
九
州
事
務
局
（
☎
０
９

　

２

－

４
３
１

－

７
７
３
３
）

○
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　

研
修
係
（
☎
０
９
６

－

３
５
４

　

－

６
１
７
１
内
線
６
０
４
６
）

○
出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
者
を
募
集

市税等の納付は、便利な口座振替で！
～口座振替はお手続き後の翌々月から開始されます～
　市税等のお支払いには、煩雑さの解消や紛失・盗難
等の不安解消の点から、口座振替をお勧めしています。
　なお、税目等ごとに口座振替の手続きが必要である
ため、詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ先　本庁税務課収納管理係（☎ 63 － 4028）
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来
年
度
（
平
成
27
年
度
）、
出

水
市
立
の
各
小
・
中
学
校
で
は
次

の
と
お
り
土
曜
日
の
授
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

土
曜
日
の
授
業
実
施
の
趣
旨
や

留
意
点
を
踏
ま
え
、
土
曜
日
の
授

業
の
円
滑
な
実
施
に
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

趣　
旨　
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く

　

環
境
や
土
曜
日
の
過
ご
し
方
の

　

状
況
、
学
力
の
現
状
な
ど
を
踏

　

ま
え
、
学
校
が
家
庭
や
地
域
と

　

連
携
、
協
力
し
て
土
曜
授
業
を

　

実
施
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人

　

の
生
き
る
力
の
育
成
を
目
指
す
。

授
業
を
実
施
す
る
土
曜
日

○
原
則
、
各
月
の
第
２
土
曜
日

　
（
月
に
１
回
）

○
来
年
度
に
お
い
て
は
２
０
１
５

　
（
平
成
27
）
年
９
月
か
ら
２
０

　

１
６
（
平
成
28
）
年
２
月
ま
で

　

の
６
回
を
予
定

授
業
の
内
容

○
学
校
が
、
家
庭
、
地
域
等
の
連

　

携
、
協
力
を
得
て
、
土
曜
日
に

　

実
施
す
る
こ
と
の
利
点
を
生
か

　

し
た
、
よ
り
豊
か
な
教
育
活
動

○
教
科
の
授
業
や
学
校
行
事
な
ど

土
曜
日
の
授
業
を
実
施

実
施
上
の
留
意
点

○
教
育
課
程
に
位
置
付
け
て
（
月

　

曜
～
金
曜
日
の
授
業
と
同
様
に

　

位
置
付
け
て
）
行
う
の
で
、
授

　

業
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
は
欠

　

席
と
な
り
ま
す
。

○
通
常
の
授
業
と
同
様
で
す
の
で
、

　

振
り
替
え
の
休
み
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
☎
�
４
０
７
９
）

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
て
、
学
用
品
費
・
学

校
給
食
費
等
の
保
護
者
負
担
の
一

部
を
援
助
し
ま
す
。

対　
象

　

出
水
市
立
の
小
・
中
学
校
に
通

　

う
児
童
生
徒
の
保
護
者
で
経
済

　

的
に
困
っ
て
い
る
人
（
所
得
制

　

限
あ
り
）

給
付
内
容

　

学
用
品
費
・
給
食
費
・
修
学
旅

　

行
費
な
ど

申
し
込
み
方
法

　

学
校
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
文
書

　

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ

　

れ
る
方
は
申
請
書
を
学
校
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
７
８
）

申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
の
納
付
期
限

　

３
月
16
日
（
月
）

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
納
付
期
限

　

３
月
31
日
（
火
）

　

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
（
日

本
銀
行
歳
入
代
理
店
）
な
ど
の
金

融
機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
税
務

署
の
窓
口
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
申
告
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
と
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の

納
税
は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え
ら
れ

る
「
振
替
納
税
」
が
大
変
便
利
で

す
。
ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
の
振
替
納
税
日

　

４
月
20
日
（
月
）

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
振
替
納
税
日

　

４
月
23
日
（
木
）

　

な
お
、
納
付
期
限
に
遅
れ
た
場

合
ま
た
は
振
替
納
税
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
納
付
期
限
の
翌

日
か
ら
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

納
税
や
「
振
替
納
税
」
の
こ
と

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
出
水
税
務

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
納
付
期
限

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

山
やまさき

﨑　成
なりひと

仁さん（40）
出水市の好きなところは？
　海・山・川・人。出水のす
べてが最高です！
出水市に望むことは？
　社会体育施設の充実と各種
スポーツ大会の誘致を。
ひと言
　人生折り返し地点、これか
らも頑張ります。

徳
とくどめ

留　綾
あ や か

香さん（21）
出水市の好きなところは？
　人が温かくて、景色がきれ
いなところ。
　食べ物がおいしいところ。
出水市に望むことは？
　若い人が楽しく過ごせる
街づくりを！

集まれ応援団！

就
学
援
助
制
度

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

鹿児島県の最低賃金は時間額678円

　鹿児島県の最低賃金が昨年 10 月 19 日から
改正され、時間額で 678 円となりました。
　県最低賃金は、臨時、パート、アルバイト
など、県下全ての労働者に適用され、使用者
は労働者に対して最低賃金以上の賃金を支払
わなければなりません。
　なお、特定（産業別）最低賃金も次のとお
り改定されましたので、ご注意ください。
○電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
　情報通信機械器具製造業（時間額 720 円）
○百貨店、総合スーパー（時間額 693 円）
○自動車（新車）小売業（時間額 748 円）
問い合わせ先　鹿児島労働局賃金室
　　　　　　　（☎ 099 － 223 － 8278）
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本
年
４
月
１
日
か
ら
、
出
水
市

の
上
下
水
道
料
金
を
、
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
支
払

い
い
た
だ
け
る
に
な
り
ま
す
。

　

祝
休
日
や
夜
間
で
も
、
納
付
書

を
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
手
数
料

な
し
で
お
支
払
い
い
た
だ
け
ま

す
。

本
市
内
に
お
い
て
支
払
可
能
な
コ

ン
ビ
ニ

○
エ
ブ
リ
ワ
ン

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

○
ロ
ー
ソ
ン

○
ア
イ
シ
ョ
ッ
プ

そ
の
他
支
払
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ

○
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

○
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

○
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

○
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

○
Ｒ
Ｉ
Ｃ
マ
ー
ト
ほ
か

※
コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
い
可
能
な
納

　

付
書
は
本
年
４
月
１
日
以
降
に

　

発
行
さ
れ
、
バ
ー
コ
ー
ド
が
印

　

字
さ
れ
た
納
付
書
に
限
ら
れ
ま

　

す
。（
そ
れ
以
前
の
納
付
書
で

　

は
支
払
え
ま
せ
ん
。）

※
コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
わ
れ
る
際
に
、

　

手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
今
ま
で
ど
お
り
、
金
融
機
関
窓

　

口
等
で
も
お
支
払
い
い
た
だ
け

　

ま
す
。

上
下
水
道
料
金
の
コ
ン

ビ
ニ
収
納
を
開
始
！

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
水
道
課
業
務
係

　
（
☎
�
２
１
０
２
）

　
県
で
は
、
県
外
へ
進
学
し
た

若
者
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を

促
進
し
、
県
内
企
業
の
人
材
確

保
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り

福
岡
県
で
企
業
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

日　
時　
３
月
７
日
（
土
）

　

正
午
～
午
後
４
時
30
分

場　

所　

福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

　

ビ
ル
７
Ｆ
（
福
岡
市
博
多
区

　

博
多
駅
前
２
丁
目
10
番
19
号
）

対
象
者　

来
年
（
平
成
28
年
）

　

３
月
卒
業
予
定
の
学
生
～
35

　

歳
未
満
の
若
年
者

参
加
事
業
所　
24
社

※
参
加
事
業
所
名
は
、
県
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

　

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
庁
雇
用
労

　

政
課
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

　

－

３
０
２
８
）

　

市
で
は
、
本
年
４
月
１
日
か
ら

住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
コ
ン

ビ
ニ
で
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登

録
証
明
書
・
所
得
証
明
書
が
取
得

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
（
コ
ン
ビ
ニ
交

付
）
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
本
庁
お
よ

び
高
尾
野
支
所
に
設
置
し
て
あ
る

自
動
交
付
機
に
よ
る
証
明
書
交
付

サ
ー
ビ
ス
は
、
３
月
22
日
午
後
８

時
で
終
了
し
ま
す
。

利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

　

全
国
の
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
、

　

ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

　

ト
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
の

　

各
店
舗

利
用
で
き
る
時
間

　

午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

※
年
末
年
始
と
保
守
点
検
日
を
除

　

く
毎
日

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
す
る
に
は

　

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
コ

　

ン
ビ
ニ
交
付
の
た
め
の
利
用
者

　

登
録
（
暗
証
番
号
登
録
）
を
し

　

た
住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る

　

こ
と
が
必
要
で
す
。

○
現
在
、
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち

　
の
方

　

自
動
交
付
機
の
利
用
者
登
録
を

行
っ
て
い
る
方
は
、
お
手
持
ち
の

住
基
カ
ー
ド
を
そ
の
ま
ま
使
用
し

て
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
利
用
で
き
ま

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
開
始

新鮮！安い！うまい！
名護新鮮おさかな市！

日　時　３月14日（土）
場　所　名護漁港

す
。

　

利
用
者
登
録
を
行
っ
て
い
な
い

方
は
、
お
手
持
ち
の
住
基
カ
ー
ド

を
本
庁
市
民
生
活
課
ま
た
は
各
支

所
市
民
福
祉
課
の
窓
口
に
持
参

し
、
利
用
者
登
録
の
申
請
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

　
方

　

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
と
併

せ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
（
自
動
交

付
機
）
の
利
用
者
登
録
の
申
請
を

行
い
、
住
基
カ
ー
ド
を
取
得
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
の
取
得
に
は
原

則
、
本
人
確
認
書
類
２
点
（
免
許

証
等
の
写
真
付
き
身
分
証
明
書
に

加
え
、
健
康
保
険
証
や
年
金
手
帳

等
を
も
う
１
点
）
に
印
鑑
が
必
要

で
、
手
数
料
は
５
０
０
円
で
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
に
な
る
か
、
各
窓
口
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
☎
�
４
８
１
３
）

納付書の見本

コ
ン
ビ
ニ
収
納
用

バ
ー
コ
ー
ド

※
こ
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
な
い

　

納
付
書
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ

　

で
お
支
払
い
い
た
だ
け
ま

　

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

　

さ
い
。 見　　　本

企
業
説
明
会

「
鹿
児
島
で
働
こ
う
！
」
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「
出
水
市
自
治
基
本
条
例
」
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

自
治
基
本
条
例
っ
て
何
？

　

簡
単
に
表
現
す
る
と
、「
市
民

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

の
ル
ー
ル
」
で
す
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、
自
治
体
の

運
営
全
般
に
関
し
て
、
そ
の
理
念

や
原
則
、制
度
を
定
め
た
も
の
で
、

「
ま
ち
づ
く
り
の
憲
法
」
と
も
呼

ば
れ
る
、
自
治
体
に
お
い
て
「
最

高
規
範
性
」
を
持
つ
条
例
で
す
。

自
治
基
本
条
例
っ
て
必
要
な
の
？

　

地
域
の
こ
と
は
、
地
域
で
決
め

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
地
方
分
権
社

会
で
は
、地
域
と
し
て
の
自
主
性
、

自
立
性
を
高
め
、
地
域
の
個
性
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
地
域
が

主
体
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
市
民
参
画
」と「
協

働
」
を
推
進
し
、
市
民
等
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
、
出
水
市
の
自
治
の
あ
り
方

（
ル
ー
ル
）
を
定
め
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

出
水
市
の
自
治
基
本
条
例
は
、

い
つ
、
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
？

　

２
０
０
７
年
度
に
公
募
委
員
に

よ
る
自
治
基
本
条
例
策
定
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
県
内
で
は
最

初
と
な
る
市
民
に
よ
る
条
例
素
案

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

た
、
条
例
素
案
に
つ
い
て
、
市
内

各
地
域
で
市
民
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
説

明
会
）
を
開
催
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
の
手
続
き
を
経
て

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
４
月
１

日
に
施
行
（
２
０
０
９
年
９
月
30

日
議
決
）
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
基
本
条
例
に
よ
っ
て
、

何
が
変
わ
っ
て
い
く
の
？

　

以
前
は
、
行
政
だ
け
が
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
た
時
代
が
あ
り
、
次

に
、
市
民
等
の
参
加
を
得
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
た
時
代
に
移
行
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
市

民
等
が
、
計
画
の
段
階
か
ら
市
政

に
参
画
し
、
協
働
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
時
代
へ
と
移
り
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
、
行
政

が
お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
補
い

合
う
こ
と
で
、
市
民
等
一
人
一
人

が
希
望
を
持
ち
、
誇
り
の
持
て
る

出
水
市
へ
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

自
治
基
本
条
例
と
は
？

　

応
募
の
あ
っ
た
「
あ
い
さ
つ
」「
朝

ご
は
ん
」
三
行
詩
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

あ
い
さ
つ
で

み
ん
な
の
心
が

ぽ
っ
か
ぽ
っ
か

　

上
場
小
学
校
五
年　

木
場　

大
暉

朝
ご
は
ん
食
べ
て
一
日
や
る
気
出
る

勉
強
わ
か
る
力
が
出
る

朝
ご
は
ん
は
一
日
の
元
気
の
も
と

　

蕨
島
小
学
校
五
年　

上
床
有
日
桜

元
気
な
あ
い
さ
つ

心
を
晴
ら
せ
る

笑
顔
を
咲
か
せ
る

　

出
水
中
学
校
三
年　

鮫
島　

唯
菜

み
ん
な
で
食
べ
る
朝
ご
は
ん

笑
顔
で
食
卓
囲
ん
だ
ら

今
日
も
楽
し
い
一
日
の
は
じ
ま
り

　

出
水
商
業
高
校
二
年　

花
田
美
穂

お
は
よ
う
、

　

こ
ん
に
ち
は
、
こ
ん
ば
ん
は

す
べ
て
こ
の
言
葉
か
ら
始
ま
る

地
域
の
輪

　

一
般
（
高
尾
野
町
柴
引
）

　

山
口　

裕
和

問
い
合
わ
せ
先　
市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課
（
☎
�
２
２
０
０
）

「
あ
い
さ
つ
」「
朝
ご
は
ん
」

三
行
詩
②

～出水市における家庭の教育力の向上のためのスローガン～ 　
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

登
録
や
名
義
変
更
、住
所
変
更
、

廃
車
の
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５

ｃ
ｃ
以
下
）、
小
型
特
殊
自
動
車

（
農
耕
作
業
用
、
そ
の
他
）
な
ど

の
手
続
き
は
本
庁
税
務
課
ま
た
は

各
支
所
市
民
福
祉
課
で
、
軽
自
動

車
（
６
６
０
ｃ
ｃ
以
下
）、
二
輪

小
型
自
動
車
（
２
５
０
ｃ
ｃ
超
）、

軽
自
二
輪
車
（
１
２
５
ｃ
ｃ
超
～

２
５
０
ｃ
ｃ
以
下
）
な
ど
の
手
続

き
は
鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
身
体
障
害
者
等
を
対
象

と
し
た
軽
自
動
車
税
の
免
除
申
請

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
１
（
平
成

23
）
年
度
か
ら
、
一
度
申
請
を
さ

れ
る
と
翌
年
度
以
降
申
請
す
る
必

要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。た
だ
し
、

障
害
等
級
の
変
更
、
住
所
変
更
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
は
届
け
出
が
必

要
で
す
。
な
お
、
２
０
１
１
年
度

以
降
の
軽
自
動
車
税
の
免
除
を
受

け
て
い
る
方
に
対
し
て
は
来
年
度

の
納
税
通
知
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。
免
除
申
請
は
、
本
庁
お
よ
び

各
支
所
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
来
年
度
の
軽
自
動
車
税
の

免
除
申
請
受
付
期
限
は
、
４
月

23
日
（
木
）
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
免
除
申
請
に
は
、
障
害
者
手

　

帳
、
車
検
証
、
運
転
免
許
証
、

　

印
鑑
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
課
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

　

鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会

　
（
☎
０
９
９

－

２
６
１

－

４

　

０
１
１
）

～
固
定
資
産
に
係
る
、
土
地
・

　
家
屋
登
記
情
報
の
閲
覧
方
法

　
が
変
わ
り
ま
す
～

　

本
庁
税
務
課
・
各
支
所
市
民

福
祉
課
で
は
、
固
定
資
産
に
係

る
土
地
・
家
屋
登
記
情
報
に
つ

い
て
、
備
え
付
け
の
土
地
・
家

屋
台
帳
に
よ
り
閲
覧
に
付
し
て

い
ま
し
た
が
、本
年
４
月
よ
り
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
作
成
し

た
「
土
地
・
家
屋
登
記
簿
リ
ス

ト
」
に
よ
る
閲
覧
に
変
更
し
ま

す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
２
）

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
！

土
地
・
家
屋
登
記
情
報

の
閲
覧
方
法
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出
水
市
民
の
健
康
実
態
は
？

　

前
回
、
特
定
健
診
の
結
果
か

ら
本
市
の
健
康
課
題
を
紹
介
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
血
管
を

守
る
た
め
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
は
、「
今
よ
り
１
日
減
塩
２

㌘
」
を
生
活
習
慣
改
善
の
取
り

組
み
と
し
て
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　

料
理
に
使
う
調
味
料
に
含
ま

れ
る
塩
分
や
、
加
工
食
品
等
目

に
見
え
な
い
塩
分
は
沢
山
あ
り

ま
す
。
塩
分
１
㌘
の
目
安
を
次

の
表
に
紹
介
し
ま
す
。
１
日
の

塩
分
を
何
で
ど
の
位
摂と

っ
て
い

る
か
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

他
に
も
、
次
の
こ
と
に
も
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
麺
の
汁
は
残
す
。

○
味
噌
汁
の
具
は
沢
山
い
れ
る

　
（
味
噌
汁
は
、
１
日
１
回
ま

　

で
に
す
る
）

○
か
け
正
油
よ
り
も
つ
け
正
油

　

に
す
る
。

○
下
味
は
つ
け
な
い
。

○
酢
・
香
辛
料
を
利
用
す
る
。

○
減
塩
製
品
を
利
用
す
る
。

～
自
分
が
塩
分
を
ど
の
位
摂
っ

　
て
い
る
の
か
知
り
た
い
あ
な

　
た
へ
塩
分
摂
取
量
測
定
の
ス

　
ス
メ
～

　

１
日
あ
た
り
の
塩
分
摂
取
量

を
、早
朝
尿
で
測
定
で
き
ま
す
。

（
採
尿
前
日
に
摂
取
し
た
塩
分

の
推
定
量
が
わ
か
り
ま
す
。）

　

減
塩
に
努
め
た
い
方
へ
塩
分

摂
取
量
測
定
を
お
勧
め
し
ま
す
。

検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
出
水

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
２
１
４
２
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

塩分１グラムの目安
よく使う調味料 分量 さじ加減

食　塩 １g 小さじ 1/ ５杯
濃い口しょう油 ５cc 小さじ１杯
減塩しょう油 10cc 小さじ２杯

ポン酢 10cc 小さじ２杯
麦みそ ９g 大さじ１/ ２杯

だしの素 ２g 小さじ１杯

　

が
ん
は
、
患
者
さ
ん
だ
け
で
な

く
家
族
に
と
っ
て
も
つ
ら
い
病
気

で
す
。
一
般
的
に
入
院
し
て
治
療

を
受
け
る
患
者
さ
ん
は
、
家
族
と

離
れ
て
の
生
活
に
な
り
ま
す
。
こ

の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
敷
地
内
に
あ

る
宿
泊
・
運
動
施
設
と
の
連
携
で
、

家
族
も
一
緒
に
滞
在
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
の
ん
び
り
と
く
つ
ろ

ぎ
な
が
ら
豊
か
な
気
持
ち
で
家
族

と
滞
在
し
、
励
ま
し
を
受
け
な
が

ら
治
療
す
る
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の

医
療
施
設
で
す
。

治
療
費
に
つ
い
て

　

先
進
医
療
と
し
て
行
わ
れ
る
粒

子
線
治
療
の
技
術
料
は
、
公
的
医

療
保
険
の
対
象
外
で
あ
る
た
め
、

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
が

ん
の
種
類
や
大
き
さ
、
照
射
回
数

に
関
係
な
く
、
２
８
８
万
３
千
円

　

が
ん
の
先
進
医
療
の
一
つ
に

「
粒
子
線
治
療
」
が
あ
り
ま
す
。

　

粒
子
線
は
従
来
の
放
射
線
と
は

異
な
り
、
止
ま
る
位
置
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
最
大
に
な
る
と
い
う
物
理

的
特
徴
が
あ
る
た
め
、
体
の
中
の

が
ん
病
巣
の
み
を
狙
い
撃
ち
で
き

る
の
で
、
ま
わ
り
の
正
常
組
織
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
治
療
中
は
痛
み
や

熱
な
ど
何
も
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

本
県
指
宿
の
高
台
に
位
置
す
る

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
が
ん
粒
子
線
治
療

研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
０
１
１

年
の
開
業
以
来
１
３
３
１
人
の
治

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

が
ん
の
先
進
医
療

がん粒子線治療研究センターでの
がんの治療症例実績

（2015 年 1 月 23 日現在）
前 立 腺　451 頭 頸 部　060
肝・胆管　277 腎 　 臓　009
　 肺 　　266 そ の 他　147
膵 　 臓　121 合　計　1,331

か
か
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
民
間

の
医
療
保
険
で
が
ん
の
粒
子
線
治

療
を
カ
バ
ー
で
き
る
商
品
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鹿
児
島

県
に
お
い
て
は
粒
子
線
治
療
を
受

け
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め

の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

助
成
制
度
（
粒
子
線
治
療
費
利

子
補
給
事
業
）
に
つ
い
て
詳
し
く

は
県
地
域
医
療
整
備
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
財
団
法
人　

メ
デ
ィ
ポ
リ

　

ス
医
学
研
究
財
団　

メ
デ
ィ
ポ

　

リ
ス
が
ん
粒
子
線
治
療
研
究
セ

　

ン
タ
ー
（
指
宿
市
）（
☎
０
９

　

９
３

－

２
３

－

５
１
８
８
）

　

県
地
域
医
療
整
備
課
（
☎
０
９

　

９

－

２
８
６

－

２
６
９
３
）
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「
全
く
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
の

ハ
ガ
キ
が
来
た
り
、
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
が
た
く
さ
ん
届
い
た
り
す

る
の
は
、
ど
う
し
て
？
」

　

そ
れ
は
、
個
人
情
報
が
流
出
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
今
の
世
の
中

は
、
ど
こ
か
ら
個
人
情
報
が
漏
れ

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
契
約
を
結
ん
だ
り
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
組
ん
だ
り
す
る
と

き
に
個
人
情
報
を
用
紙
に
記
入
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
商
品
を
購

入
す
る
と
き
な
ど
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
番
号
を
記
入
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

む
や
み
に
個
人
情
報
を
教
え
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

個
人
情
報
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、

必
要
以
上
の
情
報
を
要
求
さ
れ
て

い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
個
人
情
報
は
、

家
庭
の
ゴ
ミ
か
ら
流
出
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
明
細
に
は
、

利
用
者
名
や
カ
ー
ド
番
号
、
有
効

期
限
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
利
用
明
細
を
そ

の
ま
ま
捨
て
て
し
ま
う
と
、
だ
れ

か
に
拾
わ
れ
て
悪
用
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

知
人
の
個
人
情
報
が
書
か
れ
た

メ
モ
な
ど
を
捨
て
る
と
き
も
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
知
人
に
多
大
な

迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
き
に
少
し
注

意
す
る
こ
と
で
、
個
人
情
報
流
出

の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
何
か

困
っ
た
こ
と
や
不
安
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
出
水
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
６
２
０

３
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
５
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
、
１
カ
月
あ
た
り
１
万
５

５
９
０
円
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
郵
便

局
を
含
む
金
融
機
関
と
主
な
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
に
よ
っ
て

は
、
次
の
図
の
よ
う
に
割
引
料
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
口
座
振
替
や

２
年
前
納
（
口
座
振
替
の
み
・
２

月
末
申
込
締
切
）
の
詳
細
に
つ
い

て
は
広
報
い
ず
み
２
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

・　

国
民
年
金
１
号
被
保
険
者
と
65

歳
未
満
の
任
意
加
入
被
保
険
者
の

方
は
定
額
保
険
料
に
１
カ
月
当
た

り
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
上

乗
せ
す
る
こ
と
で
将
来
受
給
す
る

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
可
能
で

す
。
増
額
さ
れ
る
１
年
間
の
年
金

額
は
「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料

を
納
め
た
月
数
」
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40

年
間
付
加
保
険
料
を
納
め
た
方
は

１
年
間
で
９
万
６
千
円
（
２
０
０

円
×
12
カ
月
×
40
年
）
が
上
乗
せ

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
年
金
基
金
に
加

入
し
て
い
る
方
は
、
併
せ
て
付
加

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
」
ま
た
は
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
承
認
さ
れ
る
と
国
民

年
金
保
険
料
の
全
部
も
し
く
は
一

部
が
免
除
や
猶
予
と
な
り
ま
す
。

未
納
と
比
較
し
て
も
多
く
の
利
点

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

付
加
保
険
料
に
つ
い
て

保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
場
合

開 催 日　４月９日（木）、同 23 日（木）
開催場所　本庁（９日）、野田支所（23 日）
開催時間
　午前９時 30 分～正午、
　午後１時～同３時 30 分
内　　容
　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１週間前まで受け付け
　（土・日、祝日を除く
　　　　　午前 8 時 30 分～午後５時）
予約申込先　
　本庁市民生活課　住民年金係
　☎ 63 － 2111（内線 147・148）
※３月 19 日開催の年金相談については

広報いずみ２月号をご覧ください。

４月　出水地区年金相談
（完全予約制）

個
人
情
報
の
流
出
に
つ
い
て

【消費生活相談員の相談日時と場所】

○月・火・木・金曜日
　午前８時30分～午後５時（正午～午後１時を除く）
　本庁市民生活課内　（☎63－6203　直通）
○水曜日　午前９時30分～正午
　本庁および野田支所市民福祉課内
　（☎63－2111　内線741）
○水曜日　午後１時～同４時
　本庁および高尾野支所市民福祉課内
　（☎63－2111　内線453）

2015（平成 27）年度
１カ月 ６カ月 12 カ月

保険料 割引額 保険料 割引額 保険料 割引額
毎月納付

（納付書による現金納付およ
び翌月末振替の口座振替）

15,590 円 - 93,540 円 - 187,080 円 -

当月末振替の口座振替 15,540 円 50 円 93,240 円 300 円 186,480 円 600 円
６カ月前納（現金納付） - - 92,780 円 760 円 185,560 円 1,520 円
６カ月前納（口座振替） - - 92,480 円 1,060 円 184,960 円 2,120 円
１年前納（現金納付） - - - - 183,760 円 3,320 円
１年前納（口座振替） - - - - 183,160 円 3,920 円
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かんたん朝食レシピ②（出水地域文化祭　食生活改善推進員展示食レシピより）

　朝ごはんで一日をスタート！手軽にできる朝食のつくり方を紹介します。

☆カラフルおにぎり（277kcal、カルシウム：９㎎）
　　○材料（２人分）　・ご飯　300 ｇ　・ミックスベジタブル　30 ｇ　・鮭フレーク　15 ｇ
　　○作り方　①ミックスベジタブルは電子レンジで２分ほど加熱する。
　　　　　　　②全ての材料を混ぜ、ラップで包み、丸く形をととのえる。

☆レンジで簡単おみそ汁（33kcal、カルシウム：18㎎）
　　○材料（２人分）　・もやし　１／５袋　・エリンギ　１／２本　・カットわかめ　小さじ１
　　　　　　　　　　　・水　260 ｍｌ　・味噌　大さじ１　・ほんだし　小さじ１
　　○作り方　①エリンギは食べやすい大きさに割く。
　　　　　　　②耐熱のカップに全ての材料を入れて、ラップをかけずに電子レンジで２分半ほど加熱する。
　　　　　　　　加熱が終わったら全体を混ぜる。※器が熱いので火傷に注意しましょう。

☆油揚げのツナキャベ焼き（188kcal、カルシウム：122㎎）
　　○材料（２人分）　・キャベツ　160 ｇ　・ツナ缶　１／２缶　・油揚げ　２枚
　　　　　　　　　　　★マヨネーズ　大さじ１　★塩こしょう　少々
　　○作り方　①キャベツはみじん切りにし、水気をよくきったらツナ缶と★を加えて、よく混ぜ合わせる。
　　　　　　　②油揚げは半分に切り、袋状に開いて①を詰める。
　　　　　　　③フライパンやオーブントースターで②の両面をこんがり焼く。

　公共施設マネジメント事業を進めるに当たって、４つの基本方針を定めています。公共施設のあり方を
見直していく上での大原則を定めたものです。皆さまのご理解をよろしくお願いします。

　原則として、新規建設はしない。やむを得ず、新規建設する場合は、複合施設として整備するととも
に、整備面積と同等以上の床面積を他の施設で削減する。

　施設が統廃合されても、できる限り必要な機能を維持するよう努める。コスト、利用状況等を総合的に
勘案した上で、廃止することが適当な施設は思い切って決断し、床面積およびコストの削減につなげる。

 
　公共施設の維持管理等に係るコストについて、様々な手法を用いて削減に努める。また、受益者負担
のあり方、税負担の公平性等を考慮し、公共施設の使用料の適正化に努める。

　施設がなければサービスを提供できない、という発想をやめる。また、必ず（市の）公共施設でなけ
ればいけないのか、根本的に見直しを行い、次世代にツケを回さない行政サービスに改める。

　基本方針１　「公共施設に依存しない行政サービスへ転換する。」

　基本方針２　「統廃合等を除き、原則として、新規建設はしない。」

　基本方針３　「均衡ある市勢の発展のため、公共施設の統廃合に当たっては、できる限り必要な機能
　　　　　　　を維持し、サービスの低下を招かないように努めるとともに、優先順位をつけて床面積
　　　　　　　を削減する。」

　基本方針４　「コストの削減および利用者負担の適正化に努める。」

公共施設マネジメント事業の基本方針

（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉

小
　
原
　
梨り

ほ萌
　（
将
貴
・
か
お
里
）

伊
牟
田
　
結ゆ

い

と人
　（
章
弘
・
静
香
）

大
　
津
　
陽よ

う

き輝
　（
陽
平
・
美
樹
）

松
ケ
野
　
結ゆ

う

た太
　（
勇
・
美
穂
）

鎌
　
田
　
恵け

い

と人
　（
和
也
・
有
紀
）

東
　
　
　
志し
り
ゆ
う龍

　（
午
郎
・
智
美
）

津
　
田
　
愛あ

す

み純
　（
祐
也
・
真
奈
）

橋
　
口
　
雛ひ

な

の乃
　（
忠
弘
・
愛
）

松
葉
口
　
陽ひ
し
よ
う翔

　（
浩
太
・
綾
乃
）

岡
　
　
　
悠ゆ
う
せ
い誠

　（
博
徳
・
直
美
）

原
　
田
　
奈な

な々
　（
正
孝
・
ひ
と
み
）

嶋
　
田
　
暖あ

こ心
　（
直
和
・
郁
恵
）

大
　
木
　
脩し
ゆ
う
ま慎

　（
啓
司
・
志
麻
）

遠
　
嶋
　
い
な
穂
　（
朝
日
・
香
）

犬
　
窪
　
愛あ

い

り莉
　（
健
・
希
望
）

砂
　
川
　
百も

も

え
々
笑
　（
友
樹
・
綾
乃
）

石
　
橋
　
由ゆ

な奈
　（
和
幸
・
真
紀
）

木
　
谷
　
凱が

く空
　（
正
哉
・
亜
友
美
）

坂
　
口
　
実み

の

り莉
　（
亮
介
・
紗
和
）

中
　
村
　
来く

る

み実
　（
伸
也
・
直
子
）

右
　
田
　
勝か
つ
あ
き章

　（
勝
広
・
久
美
子
）

坊
　
木
　
　
　
獅し
ん

　（
亘
・
麻
未
）

園
　
屋
　
真ま

ほ歩
　（
治
・
美
希
）

宮
　
﨑
　
仁に

こ子
　（
雄
・
良
子
）

細
山
田
　
結ゆ

い

な菜
　（
崇
一
・
真
理
子
）

渡
　
辺
　
千ち

か

げ景
　（
裕
二
・
明
美
）

堤
　
下
　
　
　
壱い
ち

　（
武
・
真
美
）

久
　
保
　
陸り

く

と人
　（
淳
一
・
睦
）

東
海
林
　
優ゆ
う
だ
い大

　（
慎
也
・
真
由
美
）
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前
　
田
　
重
　
夫 

70 

御

岳

　
田
　
美
　
江 

89 

野
添
上（
高
尾
野
）

石
　
原
　
明
　
子 

78 

野
添
下（
高
尾
野
）

小
　
園
　
　
　
昇 

88 

愛
宕
下

中
　
道
　
ヱ
ミ
子 

86 

上

場

濵
　
田
　
文
　
雄 

73 

向

江

澤
　
村
　
　
　
望 

85 

名
古
東

池
　
林
　
甚
　
助 

89 

西

通

田
　
實
　
重
　
美 

82 

上
山
崎

向
井
野
　
　
　
宏 

63 

下

山

本
　
多
　
ナ
ミ
エ 

86 

馬

流

竹
之
下
　
治
　
子 

93 

上

中

山
　
賀
　
シ
ヅ
ヱ 

100 

千
間
山

竹
　
添
　
重
　
満 

85 

上

場

池
　
上
　
良
　
子 

92 

朝

熊

本
　
城
　
　
　
昇 

72 

内
野
々
下

越
　
地
　
ノ
　
キ 

87 

仲
町（
野
田
）

田
　
中
　
喜
　
代 

78 

上

場

市
　
來
　
喜
久
夫 

80 

米
ノ
津
東

西
　
園
　
良
　
弘 

73 

津

山

鬼
　
塚
　
ア
　
イ 

92 

米
ノ
津
駅
通
り

有
　
村
　
　
　
薫 

86 

平
良
町

吉
　
中
　
ナ
ツ
エ 

98 

平
松
西

池
　
上
　
清
　
可 

84 

大

和

遠
　
矢
　
悌
　
子 

91 

大

日

東
　
　
　
健
　
一 

68 

表
郷
西

山
　
下
　
　
　
保 

83 

段

佛
　
﨑
　
幸
　
夫 

66 

下
特
手

船
　
橋
　
立
　
身 

90 

鹿
島
住
宅

小
　
倉
　
　
　
勇 
82 

福
ノ
江

八
　
田
　
義
　
信 
86 

柴

引

白
木
川
　
ア
サ
ノ 
82 
大

久

（
12
月
27
日
～
１
月
30
日
届
け
出
分
）

香
典
返
し
寄
付
　〈
敬
称
〉

中
　
塩
　
ト
シ
エ
　（
中
塩
屋
）

松
ケ
⻆
　
　
　
出 

76 

下
特
手

柏
　
木
　
郁
　
夫 

70 

加
治
屋
町

堂
　
前
　
登
美
惠 

95 

向

江

旦
　
花
　
光
　
男 

80 

八

坊

祝
　
井
　
　
　
豊 

84 

浜
新
田

小
　
坪
　
タ
ミ
子 

85 

上
水
流

中
　
村
　
ス
ミ
ヱ 

96 

下
餅
井

森
　
田
　
多
美
子 

59 

上
山
崎

江
　
川
　
正
　
道 

92 

八

坊

脇
　
　
　
ヤ
　
ヱ 

93 

安

原

冨
　
原
　
マ
サ
子 

72 

政

所

米
　
盛
　
史
　
朗 

62 

鶴
亀
タ
ウ
ン

南
　
　
　
新
　
一 

73 

下

山

澤
　
田
　
信
　
隆 

78 

不
動
野

竹
　
中
　
フ
ミ
ヨ 

92 

広

瀬

川
　
﨑
　
武
　
夫 

81 

表
郷
東

北
　
園
　
孝
　
雄 

76 

下
高
尾
野
下

原
　
田
　
俊
　
昭 

83 

桜

町

楠
　
元
　
房
　
夫 
89 

津

山

桑
　
野
　
忠
　
満 
66 
上
り
立

迫
　
田
　
ワ
カ
ヱ 

89 
上
竪
馬
場

山
　
口
　
則
　
子 

98 
平
良
馬
場

野
　
﨑
　
昭
　
子 

82 

西
辺
田

赤
　
木
　
研
　
吾 

54 

鹿

島

久
　
松
　
　
　
渉 

88 

浜
新
田

鍋
　
田
　
満
洲
男 

76 

大

和

前
　
田
　
耕
　
司 

92 

上
水
流

田
　
中
　
邦
　
治 

81 

東
大
野
原（
出
水
）

朝
　
倉
　
兼
　
人 

75 

新

町

原
　
　
　
文
　
男 

85 

安

原

野
　
付
　
親
　
男 

85 

西
水
流

柏
　
木
　
ト
　
ミ 

95 

八
幡（
出
水
）

瀧
　
下
　
　
　
悟 

76 

町（
高
尾
野
）

西
　
薗
　
時
　
夫 

95 

上
水
流

濵
　
田
　
ユ
　
イ 

92 

下

中

中
　
原
　
　
　
誠 

62 

上
大
野
原（
出
水
）

富
　
永
　
和
　
寛 

79 

米
ノ
津
中

國
　
料
　
友
　
義 

97 

下
高
尾
野
下

江
　
口
　
ミ
ツ
ヱ 

83 

西
之
口

伊
　
藤
　
結ゆ

い

な菜
　（
祐
弥
・
春
菜
）

白
　
石
　
芽め

い

な愛
　（
勇
太
・
景
子
）

犬
　
童
　
陽は

る

と太
　（
健
二
・
敬
子
）

中
　
村
　
遼り
よ
う
た
ろ
う

太
朗
　（
和
志
・
望
）

濵
　
田
　
真ま

は

な
羽
花
　（
広
　
　
茂
）

坂
　
本
　
直な

お

き樹
　（
道
俊
・
小
微
）

比
　
良
　
陽ひ

な

の
菜
乃
　（
修
太
・
あ
ゆ
み
）

（
12
月
27
日
～
１
月
30
日
届
け
出
分
）

（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉

中
　
塩
　
秋
　
雄 
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中
塩
屋

松
　
迫
　
重
　
富 
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下
特
手
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り
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浩
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場
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田
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　（
桜
町
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中
　
村
　
和
　
子
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鮎
川
）

下
　
田
　
幸
　
男
　（
昭
興
）

畠
　
添
　
レ
イ
子
　（
大
平
）

宮
　
田
　
ス
ミ
エ
　（
小
原
上
）

尾
　
﨑
　
春
　
美
　（
野
口
）

松
ヶ
野
　
ミ
サ
エ
　（
表
上
）

郡
　
山
　
和
歌
子
　（
上
大
野
原
）

中
　
野
　
浩
　
二
　（
鹿
島
）

冨
　
田
　
榮
　
子
　（
下
平
野
）

中
　
塩
　
節
　
男
　（
中
塩
屋
）

川
　
端
　
幸
　
子
　（
新
町
）

牛
ノ
濱
　
幸
　
一
　（
上
り
立
）

旦
　
花
　
初
　
美
　（
八
坊
）

小
　
坪
　
雪
　
男
　（
上
水
流
）

堂
　
前
　
博
　
史
　（
向
江
）

祝
　
井
　
美
　
裕
　（
浜
新
田
）

江
　
川
　
ヨ
　
シ
　（
八
坊
）

脇
　
　
　
　
　
忠
　（
安
原
）

井
手
上
　
秋
　
弘
　（
太
田
）

石
　
澤
　
順
　
子
　（
柴
引
団
地
）

原
　
田
　
八
重
子
　（
桜
町
）

澤
　
田
　
ハ
ル
エ
　（
不
動
野
）

川
　
﨑
　
フ
ク
ミ
　（
表
郷
東
）

迫
　
田
　
耕
　
一
　（
上
竪
馬
場
）

野
　
﨑
　
義
　
正
　（
西
辺
田
）

竹
　
中
　
範
　
雄
　（
神
奈
川
県
）

冨
　
原
　
和
　
則
　（
政
所
）

山
　
下
　
友
　
文
　（
上
水
流
）

赤
　
木
　
弥
　
生
　（
鹿
島
）

久
　
松
　
ミ
チ
子
　（
浜
新
田
）

田
　
中
　
タ
ツ
ノ
　（
東
大
野
原（
出
水
））

植

村

友

子
　（
西
水
流
）

柏
　
木
　
み
ど
り
　（
加
治
屋
町
）

西

薗

俊

春
　（
上
水
流
）

川

田

敦

子
　

濵

田

良

雄
　（
下
中
）

前
　
田
　
ヒ
ロ
コ
　（
御
岳
）

朝

倉

澄

子
　（
新
町
）

興

田

幸

子
　（
愛
宕
下
）

橋
　
元
　
勇
一
郎
　（
上
場
）

濵

田

惠

子
　（
向
江
）

田

實

葉

子
　（
上
山
崎
）

前

田

篤

男
　（
野
添
上
）

向
井
野
　
一
　
男
　

富
　
永
　
ジ
ツ
子
　（
米
ノ
津
中
）

池

上

良

久
　（
朝
熊
）

田

中

文

雄
　（
上
場
）

松
ヶ
角
　
百
合
子
　（
下
特
手
）

島
　
　
　
洋
　
子
　（
山
口
県
）

竹
之
内
　
清
　
美
　（
大
和
）

竹
之
下
　
義
　
輝
　（
上
中
）

本

多

明

文
　（
馬
流
）

竹

添

ユ

キ
　（
上
場
）

市
　
来
　
ト
シ
子
　（
米
ノ
津
東
）

西

園

春

子
　（
津
山
）

鬼
　
塚
　
　
　
孝
　（
千
葉
県
）

滝

下

和

子
　（

町

）

東

　

昭

子
　（
表
郷
西
）

船

橋

修

一
　（
下
大
野
原（
出
水
））

小

倉

君

子
　（
福
ノ
江
）

一
般
寄
付

垣

花

惠

次
　
出
水
市
知
識
町

浜

中

博

司
　
東
京
都

五
ッ
太
鼓 

神
薗
道
場出水

市
福
ノ
江
町

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄

へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は

届
け
出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ

く
か
、
本
庁
政
策
調
整
室
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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西ノ口団地

出養ＰＴＡ 上村西 西下り松

蕨島上の原（高尾野）

 ✿「おはなし玉手箱」１４会場で実施しました！ 
 

 
 

 

 

 

自治会名 実施日 担当ボランティア 自治会名 実施日 担当ボランティア

上村東 ６月 21 日 そらいろのたね 下古市 10 月 18 日 紙ふうせん 

西町 ６月 21 日 虹色のゆめ 西ノ口団地 11 月 15 日 紙ふうせん 

福ノ江 ７月 19 日 虹色のゆめ 表郷東 11 月 15 日 そらいろのたね 

出養 PTA ７月 26 日 紙ふうせん＋α 蕨島 12 月 20 日 紙ふうせん 

石坂（高） ７月 26 日 虹色のゆめ 西下り松 12 月 21 日 そらいろのたね 

上村西 ８月 23 日 虹色のゆめ＋α 上の原（高） 12 月 24 日 虹色のゆめ 

米ノ津小 ８月 29 日 そらいろのたね 元町 １月 1７日 そらいろのたね 

 

 

 

 

 

石坂（高尾野）

本年度は、育成会、老人会、学校のＰＴＡなどいろいろな会場で

「おはなし玉手箱」を開催することができました。 
絵本の読み聞かせ、指遊び、野外ならではのロールシアターなど

多彩な演目で楽しい時間を過ごしました。 

2015 年度のおはなし玉手箱の募集は、４月１日からです。 

自治会で、子ども会で、または老人会で、あるいは他の自治会との合同でも申し込むこと

ができますので、読書推進課へお気軽にお問い合わせください。 

手続きは簡単です。一緒に楽しい時間を過ごしましょう。☎６３－４１２１（直通） 

広報いずみ2015（平成27年）３月 18

読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫

●「はなちゃんのはやあるきはやあるき｣ 宇部京子　作
●「ゆうれい回転ずしたまご焼きのひみつ」 佐川　芳枝　作
●「おばけのたまごにいちゃん」 あきやま　ただし　作・絵
●「ロバのジョジョとおひめさま」 マイケル・モーパーゴ　文
●「トヤのひっこし」 イチンノロブ・ガンバートル　文
●「ネコのナペレオン・ファミリー」 木坂　涼　文
●「おばあちゃんからライオンをかくすには」 ヘレン・スティーヴンズ　作
●「それいけ！ぼっこくん」 富安　陽子　作
●「うめぼしさん」 かんざわ　としこ　文
●「おばあちゃんのひなちらし」 野村　たかあき　作・絵

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「アラスカの小さな家族　バラードクリークのボー」カークパトリック・ヒル　著
●「リリコは眠れない」 高楼　方子　作
●「虫愛づる姫もどき」 おの　りえん　作

・・・・・等
≪一般≫

●「ラスト・ワルツ」 柳　広司　著
●「妄想科学小説」 赤瀬川　原平　著
●「愛と人生｣ 滝口　悠生　著　
●「でんでら国」 平谷　美樹　著
●「サナキの森」 彩藤　アザミ　著
●「パノララ」 柴崎　友香　著
●「悪足搔きの跡始末　厄介弥三郎｣ 佐藤　雅美　著
●「賢者の愛」 山田　詠美　著
●「心臓異色」 中島　たい子　著
●「絶唱」 湊　かなえ　著
●「壊れた自転車でぼくはゆく」 市川　拓司　著
●「ゆるい生活」 群　ようこ　著
●「サーカスナイト｣ よしもと　ばなな　著
●「悲嘆の門」（上・下） 宮部　みゆき　著
●「我が心の底の光」 貫井　徳郎　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ３月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜、祝日
　午前９時～午後６時

16日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
　午前９時～午後６時

野田図書館
（☎ 84 ｰ 3100） 20日

３月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

３月

第１
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

３日
17日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
４日
18日

尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下）14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50

５日
19日

上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55～15：15
不動野集落 15：25～15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
12日
26日

受口自治公民館 10：40～11：00
屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

13日
27日

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
加紫久利住宅広場 14：55～15：15
米ノ津駅前広場 15：25～15：45

３月のおはなし会・親子読書会

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

4、11、18、25日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

2、9、16、23、30日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

10日（火）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

5、12、19、26日
午後４時～

だっこでギュッ ５日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（金）
午後７時～

21、22日
（中の市のため）

高尾野図書館　および
高尾野郷土館・古城画伯コレクション館

臨時休館のお知らせ

　中の市の開催に伴い、高尾野図書館周辺では交通規制
が実施されるため

３月21日（土）・３月22日（日）

両日とも臨時休館 いたします。

　なお、定期休館日の３月20日（金）は開館
いたします。

　皆さまご理解のほどよろしくお願いします。

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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管内の少年非行の概要 管内の全刑法犯
認知件数

発生件数 死　者 負傷者

2 0 1 5年
１ 月 中

24 件
（＋９）

１人
（＋１）

32 人
（＋ 13）

2 0 1 5年
累 計

24 件
（＋９）

１人
（＋１）

32 人
（＋ 13）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
<出水警察署管内>　　　　　　　　　（暫定値）

出水市防犯協会 63 － 1500問い合わせ先
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　２月１日、市中央公民館で「私もあなたも大切な
一人ひとり～だれもが出番と居場所がある地域をめ
ざして～」をテーマに、男女共同参画推進のための
講演会等が行われました。
　会では、性別や障害の有無、固定的な性別役割等
に関係なく、すべての個人の個性を尊重することで
心豊かな社会を築いていこうとの話があり、参加者
はメモをとりながら聞き入っていました。

一
人
ひ
と
り
を
尊
重
し

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

　１月22日、市音楽ホールで出水女性団体連絡会（７
団体）、高尾野女性グループひまわりの会（３団体）、
野田町女性団体連絡協議会（４団体）等による第30回
出水市女性大会が開催されました。
　大会では、活動方針の確認や鶴の町商工会女性部
の活動発表等のほか、ＮＰＯ法人フードバンクかご
しま代表理事の原田一世氏による講演会があり、参
加者は熱心に講演を聞いていました。

広
げ
よ
う
女
性
の
輪
と
和

出
水
市
女
性
大
会

　人口減少化社会を迎え、地域の特性を生かした環
境整備を図り、活力と魅力あふれる出水市を創生す
ることを目的とした「まち・ひと・しごと創生推進
本部」の第１回目の会議が１月29日に開かれました。
　今後、市民の皆さまの生活基盤の安定、安心して
産み育てることができるまちを目指して、様々な施
策をスピード感をもって計画し、実行していきます。

魅
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

創
生
推
進
本
部
会
議

　県内で唯一、ノリを生産している北さつま漁協出
水支所と出水天

あ ま の り

恵海苔グループによるノリの手漉き
体験が１月21日に行われました。
　体験会では、県内外から参加した約50人が、ノリ
網から採集したノリを木枠に流し込み、天日で乾燥
させる昔ながらの製法を体験しました。グループが
生産するノリは、通常行われる酸処理を行わないた
め、高級ノリとして扱われています。

手
作
り
の
味

出
水
ノ
リ
手
漉
き
体
験

　１月17日、中世の山城跡を巡る「出水城（亀ヶ城）
跡探検会」が開催され、約40人の市民が２時間ほど
かけて山城の中心地である「本丸」を目指しました。
　参加者は、山城の玄関とされる「大

お お て ぐ ち

手口」から草や
ぶをかき分けながら歩き入り、途中、講師から人工
的な崖や堀など防衛用の遺構の説明を受け、メモを
取ったりするなど熱心に聞いていました。

い
に
し
え
の
史
跡
を
た
ず
ね
て

出
水
城
跡
探
検
会

高
品
質
を
願
っ
て

葉
た
ば
こ
種
ま
き

　2015（平成27）年産の葉たばこの種まきが、１月23
日、出水地区たばこ共同育苗センターで行われ、生
産者や行政等の関係者が参加しました。
　生産者たちは、高品質の葉たばこの出来を願いな
がら、ムラが出ないよう丁寧に種をまいていました。
　出水地区の葉たばこ生産の作付面積は年々減少し
ていますが、高品質の葉が多く、市場で高い評価を
受けており、昨年を上回る品質が期待されています。



22広報いずみ2015（平成27年）３月

　

１
月
25
日
、
早
春
の
霧
島
路
を
走
る
第
28
回
鹿
児
島
県
地

区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
、
郷
土
の
誇
り
を
胸

に
出
水
地
区
チ
ー
ム
が
総
合
３
位
、
Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
、
霧
島
市
隼
人
運
動
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

と
す
る
全
６
区
間
21
・
０
９
７
５
㌔
で
争
わ
れ
、
出
水
地
区

チ
ー
ム
は
３
区（
清
水
遥
加
選
手
：
出
水
中
３
年
）と
４
区（
野

添
祐
莉
選
手
：
神
村
学
園
高
３
年
）で
区
間
賞
を
獲
得
し
、

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
中
高
校
生
と
一
般
選
手
の
粘
り
の
あ

る
走
り
で
、
２
０
０
３
年
の
優
勝
時
の
タ
イ
ム
を
上
回
る
ベ

ス
ト
タ
イ
ム
を
記
録
す
る
な
ど
大
健
闘
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
ご
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
や
現
地
で
応
援
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

祝
！
総
合
３
位
　
Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝

県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会

郷
土
入
り
、日
間
３
位

県
下
一
周
駅
伝
競
走
大
会

　２月14日～18日の５日間、第62回県下一周市郡対
抗駅伝競走大会が行われました。
　郷土入りとなる大会２日目は、沿道の声援を背に、
総合優勝を目指す姶良地区チームと首位争いを行う
など激走を見せ、見事３位でゴールしました。
　チーム一丸となり、地域の皆さんに感動を与え、
多くの声援に応

こ た

える健脚を披露しました。

はまなす杯全国中学生空手
道選抜大会鹿児島県予選
会・女子 1 年組手で優勝し
た、今村真悠選手（出水中
1 年）、男子２年形・第２位
の今村幹太選手（同２年）。
３月下旬に行われる全国大
会に出場します。

九州中学生新人テニス大会鹿児島
県予選会・女子団体の部で第２位
の出水中テニス部の皆さん（西郷
ひかり選手（出水中２年）、河南華
香選手（同２年）、溝口栞奈選手

（同２年）、奥村夏音選手（同２年）、
浮原愛海選手（同２年）、出口理
穂選手（同２年）、松本碧依選手（同
１年）、原ちなみ選手（同１年））。
　３月下旬に行われる九州大会に
出場します。

鹿児島県中学校新人剣道大会・団
体女子の部で優勝した、野田中剣
道部の皆さん（餅井美月選手（野
田中２年）、是枝姫奈選手（同２
年）、梅園颯季選手（同２年）、落
茜音選手（同２年）有川栄理奈選
手選手（同２年））。
　２月下旬に九州大会に出場。３
月下旬に全国大会に出場します。

中
学
生
大
活
躍
！（
県
新
人
戦
等
）

出
水
中
学
校
・
野
田
中
学
校

全
国
中
学
生
創
造
も

の
づ
く
り
教
育
フ
ェ

ア
・
木
工
チ
ャ
レ
ン

ジ
コ
ン
テ
ス
ト
で
田

部
謝
恩
財
団
特
別
賞

（
４
位
）
を
受
賞
し

た
、
大
薗
慶
尭
さ
ん

（
出
水
中
３
年
）

第
４
回
Ｊ
Ｂ
Ａ
ソ
ロ
・
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
・
中

学
生
部
門
で
金
賞
を
受
賞
し
、

参
加
団
体
の
中
で
最
高
賞
の

グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
、

出
水
中
学
校
の
皆
さ
ん
（
河

末
紗
枝
さ
ん（
出
水
中
２
年
）、

岡
部
鈴
々
さ
ん
（
同
１
年
）

河
野
翔
次
郎
さ
ん
（
同
１
年
）

中
村
瑞
紀
さ
ん
（
同
２
年
）、

太
田
亜
弥
さ
ん
（
同
１
年
））。
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有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策調整室秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

ほっ
保険のセレクトショップ 出水店 0996-62-0111

保険の
セレクトショップ

鹿児島県出水市昭和町13-1-1F（出水市役所ななめ前）

ファイナンシャルプランナー(FP)による保険診断・見直し等の無料相談

募集代理店  ユニバーサルライフ㈱

https://www.facebook.com/hoken.select

よね だ けい ご

弁護士 米　田　圭　吾（鹿児島県弁護士会所属）

住所：出水市昭和町３－２４
電話：０９９６－７９－３５３５
相談時間　平日（月曜日～金曜日）
午前９時３０分～午後５時まで

法律的なアドバイスが必要なこんな時…
・相続や遺言について聞きたい
・離婚をしたい
・借金のことで相談したい
・経営が苦しい
・会社・個人事業の顧問になってほしい
・会社と従業員の問題で相談したい
　その他、幅広い分野を取り扱っています。
　皆様がお困りのことについてお気軽に
　ご相談ください。

初回の相談料は
１時間まで無料です出水法律事務所

※営業時間にご都合がつかない場合はご相談ください。

 木野興産　クリクラ　やはず
0120-081-132

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

連絡先 携帯 ０９０－９７９３－８３１４

有村 電話（ＦＡＸ兼用） ８２－２４３７

小学生コース 年生以上２コース 毎週木曜日（月４回）

中学生コース １・２・３年生 月・水・金（週３回）

英検・大学受験コース

 

５年４月３日スタート

 

※詳細については

お問合わせください。

準２級～２級初級 毎週火曜日（月４回）

２級・センター入試 毎週火曜日（月４回）

大学受験コース 毎週火曜日（月４回）

有村英語教室 新学年生徒募集！
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

英語を好きに！

英語、そして世界のことを

楽しく学ぼう！

教室の様子

場所 ； 高尾野町もみじ温泉・ 隣り２階  

講師プロフィール

<免許及び資格等

中学校教諭一種免許・高等学校教諭一種免許

博物館学芸員資格等

現在までの渡航国２０カ国以上

中東（イラン）長期滞在経験あり 
 

有村 真由美

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用くだ
さい‼現在募集中の広告につきましては、2015年５月号以降の
掲載予定となりますので、ご了承ください。



24広報いずみ2015（平成27年）３月

暮らしの情報暮らしの情報

当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）

３　　　　　月
日 医　療　機　関　名

１日（日）

［当］奥田蘇明会医院 内・皮膚・精神科 町（高尾野） ☎82－3998

［当・児］ 二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62－0167

［当］阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎72－0040

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

８日（日）

［当］よう皮ふ科医院 皮膚科 鹿島 ☎63－1112

［当］吉井中央病院 内科 東大野原 ☎62－3111

［当］林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎73－3639

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

15日（日）

［当］東医院 整形外科 六月田中 ☎67－1861

［当］つかさとクリニック 内・神経内科 今釜西 ☎67－5560

［当］植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎72－1041

［当］脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75－2121

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88－5040

［児］しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68－0633

21日（土）

［当］吉田耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 栄町 ☎62－0170

［当］高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎82－0017

［当］有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿久根市 ☎73－4180

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595

22日（日）

［当］楠元内科医院 内科 千本付 ☎62－8600

［当］来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎84－2005

［当］上園医院 内・小児科 阿久根市 ☎73－1055

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

［児］キッズクリニック 小児科 向江 ☎63－7707

29日（日）

［当］市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎63－3151

［当］奥田蘇明会医院 内・皮膚・精神科 町（高尾野） ☎82－3998

［当］内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎73－1551

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

［児］二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62－0167
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
３月21日

徳 森 歯 科 医 院 歯科 ☎67－3608 元町（出水）

クレイン調剤薬局 ☎63－4300 栄町

高 尾 野 会 営 薬 局 ☎64－2110 上の原

３月22日
田 畑 歯 科 医 院 歯科 ☎62－0888 東大野原

ポ ポ ロ 薬 局 ☎63－4630 千本付

ス マ イ ル 薬 局 ☎84－2430 田多園

３月29日
久 木 田 歯 科 医 院 歯科 ☎73－0470 阿久根市

第 二 緑 調 剤 薬 局 ☎63－1177 沖田

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
３月１日 山門電気商会 ☎67－1066

携帯電話
（090－7397－7898）

川 窪 建 設 ☎82－0376

携帯電話
（090－7154－7490）

３月2日～ ８日 司 工 業 ☎63－7485 軸薗設備工業 ☎82－0889

３月9日～ １5日 岩 﨑 電 設 ☎62－1414 柏 木 産 業 ☎82－1474

３月１6日～ 22日 ヤマサキ電機産業 ☎67－3405 三 友 建 設 ☎82－0173

３月2３日～ 29日 たかさご水道 ☎67－4400 別府水道住宅設備 ☎84－2080

３月３0日～ ３１日 日之出建設工業 ☎63－3388 樋 口 電 設 ☎85－5901

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2015年１月１日～同１月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ０件（　０） ０件（　０） ０人（　０） ０人（　０） 222件（＋17） 133人（＋15）
2014年の累計 ０件（　０） ０件（　０） ０人（　０） ０人（　０） 222件（＋17） 133人（＋15）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

３月の主な行事

３月１日
水 野 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0064 柴引

奥 田 薬 局 ☎67－3400 六月田下

３月８日
宮 薗 歯 科 医 院 歯科 ☎73－3222 阿久根市

あ す か 薬 局 ☎63－7322 鹿島

マ リ ン 薬 局 ☎63－6678 東大野原

３月15日
白 男 川 歯 科 医 院 歯科 ☎63－0009 向江

あ じ さ い 薬 局 ☎67－2055 六月田下

いまがま調剤薬局 ☎65－7550 今釜西

１日（日）▶春季全国火災予防運動に伴う防火パレード（午前９時・市内一円）
８日（日）▶ひなまつりのお手前（午前10時・市公開武家屋敷「竹添邸」）
21日（土）・22日（日）▶中の市（午前７時・高尾野駅前通りほか）

※歯科医院診療時間　午前９時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。



■携帯電話用ページ　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/i/■発行　出水市　　　■編集　政策経営部政策調整室
■出水市役所（本庁）　〒899-0292　鹿児島県出水市緑町1番3号
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『今月の問題』

　

１
月
20
日
（
火
）
10
時
44

分
に
、
ツ
ル
の
北
帰
行
が
始

ま
り
ま
し
た
。
初
め
に
４
羽

の
マ
ナ
ヅ
ル
が
飛
び
立
ち
、

そ
の
後
次
々
と
続
き
、
合
計

99
羽
の
マ
ナ
ヅ
ル
を
確
認
し

ま
し
た
。
過
去
の
最
も
早
い

日（
２
０
１
０
年
１
月
27
日
）

よ
り
７
日
早
い
記
録
と
な
り

ま
し
た
。

　

北
帰
行
の
ピ
ー
ク
は
マ
ナ

ヅ
ル
が
２
月
、
ナ
ベ
ヅ
ル
が

３
月
で
、
天
気
が
良
く
、
適

度
な
風
が
あ
る
日
の
午
前
中

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
寒
く
な
る
10
月
頃
、

仲
間
や
家
族
を
連
れ
て
元
気

に
渡
来
し
て
く
る
の
を
楽
し

み
に
見
送
り
た
い
で
す
。

105

ツルが毎年出水に何羽渡来している
か調べる「ツル羽数調査」は、１回
に何人で計測しているでしょう。
　Ａ　約　30人
　Ｂ　約　50人
　Ｃ　約　100人
☆　答えは来月号で。先月号の答えは、
　　Ｂ　約　10センチ　でした。

　

長
い
海
岸
線
に
は
、
海

風
か
ら
陸
地
や
建
物
を
守

る
よ
う
に
、
松
の
木
が
ず

っ
と
並
ん
で
い
ま
す
。
風

に
耐
え
な
が
ら
、
文
句
も

言
わ
ず
に
。

　

表
紙
写
真
で
、
海
の
奥

の
方
（
海
岸
線
）
に
白
っ

ぽ
く
見
え
て
い
る
の
は
、

ノ
リ
網
で
す
。
別
の
日
に

近
く
ま
で
い
っ
て
み
る

と
、
ビ
ッ
シ
リ
と
ノ
リ
が

育
っ
て
い
ま
し
た
。
○浦

　ツルの保護等に役立ててほしいと、
県ツル保護会に寄付をされた、国際ソ
ロプチミスト出水（中熊小夜子会長）
の皆さん。

　ツルの保護等に役立ててほしいと、
県ツル保護会に寄付をされた、出水ラ
イオンズクラブ（竹之下良二会長）の
皆さん。

　

出
水
消
防
署
石
坂
分
署
の
訓
練
場
の
夜
間

照
明
を
明
る
く
と
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
い
た
、
交
和
電
気
産
業
株
式
会

社
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。　本市の鶏肉・鶏卵といずみ親子ステーキごは

んのさらなる消費拡大を図るため、毎月月末を
「トリの日」に制定しＰＲ活動を行うとの報告
に、いずみ親子メニュー推進協議会の皆さんが
市長室を訪問しました。

マナヅル北帰行


